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新
年
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
２７
年
１
月 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
し
い
年
を
穏
や
か
に
お
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

昨
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が

発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。
幸
い
に

し
て
、
地
区
に
お
い
て
は
平
穏
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、

地
区
は
山
間
部
に
お
け
る
崖
上
崖
下
危
険
個
所
、
川
内
川
河
川
流
域
に
お
け

る
豪
雨
災
害
等
抱
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
今
後
、
災
害
危
険
箇
所
の
点

検
の
強
化
、
平
成
２６
年
１０
月
斧
渕
地
区
の
一
部
が
都
市
計
画
区
域
指
定
を
う

け
た
こ
と
で
、
都
市
計
画
事
業
推
進
に
よ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
と
併
せ
、

自
然
災
害
の
防
災
減
災
強
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。 

昨
年
１２
月
１
日
に
は
、
石
堂
自
治
会
内
で
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
後

に
続
く
自
治
会
内
の
動
き
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
た
ち
を
含
め
、

異
年
齢
交
流
に
よ
る
活
性
化
で
マ
グ
マ
の
鼓
動
を
感
じ
ま
す
。 

平
成
３１
年
４
月
、
小
中
一
貫
新
設
校
が
開
校
し
ま
す
。
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
に
通
用
す
る
モ
デ
ル
校
が
で
き
ま
す
。
斧
渕
地
区
は
も
と
よ
り
、
東
郷

地
域
全
体
が｢

学
園
の
ま
ち｣

と
し
て
注
目
を
あ
び
活
気
を
呈
し
て
ま
い
り
ま

す
。 ３

月
１
日
、｢

第
４
回
お
の
ぶ
っ
祭｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の

全
員
参
加
で
祭
り
を
楽
し
み
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
地
区
コ
ミ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
地
区
が
こ
の
１
年
平
穏
無
事
で
繁
栄
す
る
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長 

諏
訪
六
雄 

 

   

 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会  

℡４２‐０８６４ 

 

新成人のみなさん、おめでとうございます 

 東郷地域成人を祝う会が１月３日に行われ、東郷中学校時代の恩師をはじめ、たくさんの先輩方が若

者たちの門出を祝いました。 

写真：晴れやかな笑顔で思い思いのポーズをとる、東郷地域の新成人。 

 

三
ケ
郷
地
域
で
休
息
す
る

鶴
の
家
族 
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弟子へ伝える地域の伝統技 消
防
出
初
め
式 

 
1
月
10
日
、
新
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
、

消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
今
年
1
年
の
防
火
・

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

地
区
の
宝｢
東
郷
中
央
分
団｣

も
早
朝
8
時
に

開
始
さ
れ
た
式
典
に
参
加
。
薩
摩
川
内
市
消
防
局

及
び
市
内
全
消
防
団
と
と
も
に
行
う
一
斉
放
水

で
見
事
な
放
水
の
ア
ー
チ
を
見
せ
た
あ
と
東
郷

へ
戻
り
、
訓
練
の
成
果
と
し
て
、
地
区
民
へ
規
律

訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

続
け
て
行
わ
れ
た
消
防
団
慰
労
会
は
、
地
区
女

性
委
員
を
中
心
に
18
名
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ

き
準
備
が
進
め
ら
れ
、
自
治
会
長
及
び
消
防
防
災

委
員
も
出
席
し
、
日
頃
の
消
防
団
の
活
動
に｢

ご

く
ろ
う
さ
ま｣

と
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。 

 

年
末
の
恒
例
行
事
と

な
っ
た｢

お
の
ぶ
ち
塾
し

め
縄
づ
く
り｣

で
、
今
年

も
東
郷
中
学
校
１
年
生

が
地
域
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
新
年
を
迎
え
る
準

備
を
し
ま
し
た
。 

 

17
名
の
師
匠
方
に
は

丁
寧
な
御
指
導
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 

 

 
 

一
月
の
行
事
予
定 

十
九
日
（
月
）
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会 

東
郷
公
民
館
ホ
ー
ル  

 

１４
時
～ 

二
十
三
日
（
金
）
拡
大
運
営
委
員
会 

 

東
郷
公
民
館
大
会
議
室 

１９
時 

お
の
ぶ
っ
祭
実
行
委
員
会 

東
郷
公
民
館
大
会
議
室

１９
時
３０
分 

二
十
五
日
（
日
）
と
う
ご
う
天
神
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

二
十
七
日
（
火
）
地
区
女
性
委
員
会 

 

斧
渕
集
会
所
和
室 

 
 

１０
時
～ 

  
 

今
後
の
行
事
予
定 

二
月
一
日
（
日
）
下
鶴
田
川
草
払
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

８
時 

 
 

 
 

 
 

 

ペ
タ
ン
ク
講
習
会 

 

東
郷
小
学
校
校
庭 

 
 

１３
時 

 

十
三
日
（
金
）
お
の
ぶ
っ
祭
大
会
役
員
会(

最
終
全
体
会
議) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ミ
テ
ィ 

 
 

 
 

 

１９
時 

 
十
五
日
（
日
）
下
鶴
田
川
野
焼
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１０
時 

二
十
二
日

（
日
）
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
内 

二
十
八
日

（
土
）
お
の
ぶ
っ
祭
会
場
設
営 

三
月
一
日
（
日
）
第
４
回
お
の
ぶ
っ
祭 

平
成
２６
年
１２
月
１
日
、
健
康
・
生
き
が
い
作
り
の
た
め
の
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
石
堂
地
域
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

発
足
時
平
均
年
齢
は
６３
歳
と
い
う
若
い
ク
ラ
ブ
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
同
世
代
の
仲
間
と
共
に
、
生
活
や
地
域
を
豊
か
に
す
る
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

 

健
康
づ
く
り
活
動
や
環
境
美
化
活
動
、
世
代 

間
交
流
な
ど
計
画
さ
れ
、
現
在
会
員
は
１７
名 

で
す
が
、
常
時
加
入
者
を
募
り
充
実
し
た
ク
ラ 

ブ
の
活
動
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と 

で
す
。 

 

《斧
渕
の
風
》 

石
堂
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ 

 

 

１年２組担任  

徳重先生 作 


